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	社会福祉法人　神奈川県社会福祉協議会
	賛助会員募集のお知らせ
	【令和８年度】
	神奈川県社協が目指すこと
	『地域に暮らすみんなが協力して「支え合う社会」をつくろう』
	　昨今、孤独死や認知症高齢者の一人暮らし、ケアラーなど福祉課題は多様化・複雑化そており、既存の福祉制度だけでは解決できない「生活のしづらさ」が顕在化しています。
	　そのため神奈川県社協では一人ひとりの生活のしづらさを地域全体の課題として、その解決のためのしくみを、暮らしの場である地域を基盤に、地域のみんな(多様な主体)で創っていくこと(＝地域福祉の推進)を目指して、県全域を対象に行政や社会福祉事業を行う関係団体等と連携・協働して幅広い活動を行っています。

	社会福祉協議会とは？
	　社会福祉協議会(社協)は、「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」として社会福祉法に基づき全国・都道府県・市区町村に１つずつ設置され、地域住民や公私の福祉関係者と協働しながら、さまざまな福祉の取り組みを行う公共性・公益性の高い団体です。 　
	誰もが安心して暮らせる地域をともに創っていく仲間として、本会の活動趣旨に賛同する民間企業に「賛助会員」へご加入いただいています。


	賛助会費　１口　１０，０００円
	※年度単位の加入になります(令和7年度:計62口(39企業・団体・個人))
	◇賛助会員の皆さまには、県内の福祉の動向などを掲載した本会機関紙「福祉タイムズ」(毎月１回発行)をお届けします。

	本会の事業紹介＆お申し込み方法については裏面をご覧ください。

	神奈川県社協の取り組み紹介
	多様な主体との
	横断的な連携・協働
	自立した生活を地域で支える
	自立した生活を地域で支える
	福祉・介護・保育人材の確保・
	育成・定着

	◇お申込み方法◇
	１．別紙申込書を郵送、電子メール、FAXのいずれかの方法で
	　お送りいただくか、GoogleFormにてお申し込みください。
	２．申込書記載の指定口座にご入金ください。
	賛助会員以外の方法でも事業へのご協力を募っています。

	〇寄附の受け入れについて
	〇本会HPのバナー広告
	掲載について


	申込先・
	問合せ先



